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はじめに 

この度は弊社ナンバーディスプレイアダプタ「商売繁盛」シリーズをご購入いただきまして誠にありがとうござ

います。 

 

「商売繁盛」シリーズとは、ナンバーディスプレイ取得アダプタ（『FSK-MIC×4』、『FSK-MIC-4Ｌ』、『FDK-DST 

2ch』、『FDK-DST 4ch』）（以降、本装置）とナンバーディスプレイ表示ソフトウェア（Ｍｉ－ａｉｒ ＮＤ）を総称した名

称です。 

本書では、ナンバーディスプレイ表示ソフトウェア（Ｍｉ－ａｉｒ ＮＤ）に関する解説を行います。 

装置については、装置の取扱説明書を参照してください。 

ソフトウェアは、サーバーソフトウェア（『Mi-air ND サーバー』）とクライアントソフトウェア（『Mi-air ND クラ

イアント』）があります。 

サーバーソフトウェアでは、本装置とシリアルケーブルで接続され、本装置が取得した回線情報をリアルタイ

ムに表示するともに、顧客情報や回線履歴を管理します。 

クライアントソフトウェアでは、サーバーソフトウェアとネットワーク（ＬＡＮ）経由で接続され、回線情報や顧客情

報などの参照及び編集などを行うことができます。 
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１．ソフトウェアのインストール 

ソフトウェアのインストールは、サーバーソフトウェアのインストールと、クライアントソフトウェアのインストー

ルの２種類あります。 

それぞれのインストールは、下記の手順①～ に従って操作します。 

手順①から③までは共通です。 

 

①付属のソフトウェアインストールＣＤをインストールするＰＣのＣＤドライブにセットします。 

②自動的にセットアップが起動します。 

（自動的にセットアップが起動しない場合は、ＣＤドライブ内の InstallLaunch.exe を実行します。） 

 

 

 

 

③インストールするソフトウェアを選択します。 

サーバーソフトウェア（『Mi-air ND Ｓｅｒｖｅｒ』）をインストールときは、「Ｍｉ－ａｉｒＮＤ Ｓｅｒｖｅｒをインストー

ル」ボタンをクリックします。 → 手順④～⑨を行います。 

クライアントソフトウェア（『Mi-air ND Ｃｌｉｅｎｔ』）をインストールするときは、「Ｍｉ－ａｉｒＮＤ Ｃｌｉｅｎｔをインス

トール」ボタンをクリックします。 → 手順⑩～⑮を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このアイコンをダブルクリック 
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サーバーソフトウェアインストール手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④開始画面が表示されるので、［次へ（Ｎ）］をクリ

ックします。 

⑦［参照ボタン］をクリックしてインストール先を変

更し、［次へ（Ｎ）］をクリックします。 

⑨インストールが完了しました。[完了]をクリッ

クします。 

⑤ユーザー情報画面が表示されるので、ユーザ

ー情報を入力し、［次へ（Ｎ）］をクリックします。 

⑥インストール種別を選択します。 

［すべて］（⑧へ）又は、［ｶｽﾀﾑ］（⑦へ）を選択し

［次へ（Ｎ）］をクリックします。 

インストール完了後、プログラムグループに項

目が追加されます。 

⑧インストール内容の確認です。インストールを

行う場合は、「次へ（Ｎ）」をクリックします。 
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クライアントソフトウェアインストール手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩開始画面が表示されるので、［次へ（Ｎ）］をクリ

ックします。 

⑬［参照ボタン］をクリックしてインストール先を変

更し、［次へ（Ｎ）］をクリックします。 

⑮インストールが完了しました。[完了]をクリッ

クします。 

⑪ユーザー情報画面が表示されるので、ユーザ

ー情報を入力し、［次へ（Ｎ）］をクリックします。 

⑫インストール種別を選択します。 

［すべて］（⑧へ）又は、［ｶｽﾀﾑ］（⑦へ）を選択し

［次へ（Ｎ）］をクリックします。 

インストール完了後、プログラムグループに項

目が追加されます。 

⑭インストール内容の確認です。インストールを

行う場合は、「次へ（Ｎ）」をクリックします。 
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２．接続について 

２．１ 本装置とサーバーＰＣの接続 

本装置とサーバーＰＣは、シリアルケーブルで接続します。 

サーバーＰＣとは、サーバーソフトウェアをインストールするＰＣです。 

 

接続イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続に利用するシリアルケーブルは、クロス結線のものを利用します。 

ケーブルの種類にもよりますがあまり長いものは利用しないでください。誤動作の原因となります。 

推奨するシリアルケーブル長は１．５ｍです。 

詳しくは、本装置の取扱説明書を参照してください。 

※『FSK-MIC-4Ｌ』、『FDK-DST 2ch』、『FDK-DST 4ch』にはシリアルケーブル（クロス）が同梱されています。 

 

ご注意 

本装置、ケーブル、サーバーＰＣのそばに、無線機や大型の電源装置などが設置されているとノイズの影

響で誤動作の原因となる場合があります。 

 

本装置 

シリアルケーブル（クロス） 

サーバーＰＣ
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２．２ サーバーＰＣとクライアントＰＣの接続 

サーバーＰＣとクライアントＰＣは、ＬＡＮを利用して接続されます。 

クライアントＰＣとは、クライアントソフトウェアをインストールＰＣです。 

 

接続イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ソフトウェアのネットワーク接続は、クライアントソフトウェアが設定されたサーバーＰＣのＩＰアドレスにＴＣＰ

プロトコルを利用して接続を行います。サーバーＰＣでは、クライアントからの接続を待ち受けるために固定のＩ

Ｐアドレスを利用する必要があります。 

 

ＰＣにファイヤーウォール機能などがある場合は、ネットワーク通信で利用する通信ポートの制限を解除する

必要があります。制限を解除しないとネットワークを利用した通信が行えません。 

ＰＣ以外にネットワーク通信経路上にポートの制限を行う機器などが設置されている場合には、同様に通信ポ

ートの制限を解除しておく必要があります。 

 

 

サーバーＰＣ クライアントＰＣ 

ＨＵＢ 
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２．３ ファイヤーウォール解除について 

サーバーＰＣにおいて、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰのファイヤーウォール機能の制限を解除する方法は、ソフトウェア起動

時に表示される確認メッセージで行うことができます。 

ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ以降のＶＩＳＴＡ、７においても同様ですが、環境毎に対応方法が異なる場合がありますので、ご

注意ください。 

 

解除手順 

①サーバーソフトウェアを起動します。 

②「Ｗｉｎｄｏｗｓセキュリティーの重要な警告」が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※画面は ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ のものです。 

 

③「ブロックを解除する（Ｕ）」ボタンをクリックします。 

以上で、サーバーソフトウェアの制限が解除されます。 

 

手順③で、「ブロックを解除する（Ｕ）」を選択すると次回以降は、この画面は表示されません。 

この画面は、サーバーソフトウェアにてネットワーク通信を行う設定を行った場合にのみ表示されます。 

 

その他のファイヤーウォールソフトウェアを利用している場合等は、それぞれの利用方法において設定を行う

ようにしてください。 
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２．４ ＩＰアドレスの設定状態を確認する方法について 

サーバーＰＣは、固定のＩＰアドレスを利用する必要があり、またクライアントソフトウェアではサーバーのＩＰア

ドレスを設定する必要があります。 

サーバーＰＣのＩＰアドレスを確認するには、以下の方法で行います。 

 

●確認手順（ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合） 

①Windows のスタートメニューより、[コントロールパネル]を選択します。 

②[ネットワーク接続]アイコンをダブルクリックします。 

 

 

 

③[ネットワーク接続]フォルダが開きます。 

表示されている「ローカルエリア接続」（以降：接続対象）を選択します。 

複数表示されている場合には、対象ネットワークの管理者へお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダブルクリック 
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③[ネットワーク接続]フォルダが開きます。 

④対象接続のアイコンを右クリックし、ポップアップメニューより[プロパティ]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤[（対象接続）のプロパティ]ウインドウが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[インターネットプロトコル(TCP/IP)]を選択し、[プロパティ]ボタンを押下します。 

 

サーバー、クライアントの各ソフトウェアの接続には、「インターネットプロトコル (TCP/IP)」が必要です。

この項目が表示されていない場合は、追加する必要があります。 

追加方法が不明な場合は、ネットワークの管理者へお問い合わせください。 

 

プロパティを選択 

選択し…

プロパティを押下 
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⑥[インターネットプロトコル (TCP/IP)]の設定が表示されます。 

「IP アドレス」に表示されている数値が、サーバーＰＣのＩＰアドレスとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ご注意 

・サーバーソフトウェアをインストールするＰＣは、クライアントからのネットワーク接続を行うため、ＩＰアド

レスを固定しておく必要があります。 

ＩＰアドレスが固定されていない場合は、クライアントからのログインが行えなくなるため、運用に支障が

発生します。 

・ＩＰアドレスの固定方法が不明な場合は、対象ネットワークの管理者へお問い合わせください。 

・ネットワークの設定を変更すると他のネットワーク接続が正しく動作しなくなる可能性があります。設定

を変更する際は注意が必要です。 

 

 

クライアントソフトウェアをセットア

ップする際には、サーバーＰＣのＩ

Ｐアドレスが必要になります。 
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３．サーバーソフトウェアについて 

３．１ ソフトウェアの起動について 

①サーバーソフトウェアを起動するときは、プログラムメニューの「Let’s Corporation」→「Mi-airND」→

「Mi-airND」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②サーバーソフトウェアが起動します。 

初回起動時のみは、下記のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

インストール時に入力した利用者名が

表示されます。 
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また、設定ファイルが存在しない場合には、設定画面が表示されます。 

（初回起動時には必ず表示されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初回起動時には、何も設定が行われていません。 

まずは、通信設定でポート番号を設定します。本装置とシリアルケーブルで接続するシリアルポートを設

定します。 

シリアルポートを設定しないと、この画面を終了することができません。 

同時に接続する端末も設定します。 

設定画面の詳細は、設定画面を参照してください。 

 

③起動時は、データベースファイルのチェックを行うため、下記の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

④サーバーソフトウェアのメイン画面が表示されます。 
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３．２ ソフトウェアの機能について 

①主な機能 

サーバーソフトウェアは、本装置と通信を行い、本装置が取得したＮＤ情報を画面に表示し、同時にデー

タベースファイルへの登録を行います。 

データベースファイルに登録される情報は、相手情報、通話履歴等です。 

クライアントソフトウェアと接続されている場合は、クライアントソフトウェアに対しての情報通知も行いま

す。 

 

②メンテナンス機能 

サーバーソフトウェアは、毎日０１：００頃に取得情報のメンテナンスを行います。 

メンテナンス作業では、取得情報の整合性のチェックや、不要となった情報の消去、保存期間を超えた

情報の削除を行います。 

設定画面にて「ログ取得」を行っている場合には、サーバーＰＣにログ情報が蓄積されていきます。 

取得された情報は、「保存」で指定された日数間保存され、保存期間を超えるとメンテナンス作業にて消

去されます。 

設定画面の「履歴消去」がチェックされていると、データベースファイルに保存されている通話履歴情報も

保存日数超過分がメンテナンス作業にて消去されます。 

回線接続中は、メンテナンス作業を行いません。監視している全回線が開放されるまで、メンテナンス作

業の開始を遅延させます。全回線が待機中であることを確認した後、メンテナンス作業を開始します。 

サーバーソフトウェアがメンテナンス作業中は、本装置及びクライアントとの接続を強制的に解除します。

そのため、メンテナンス中の回線情報は取得が行えません。また、クライアントからの接続要求にも応答

しません。メンテナンス作業が終了すると、クライアントからの接続要求を受け付け接続します。 

 

③サーバーとクライアントの関係について 

基本的に、クライアントソフトウェアはサーバーソフトウェアからの指示で発着信のポップアップ表示を行

います。 

クライアント側からサーバー側へ履歴情報取得などの問い合わせがあると、該当の情報をクライアント側

へ返却します。 

クライアントは、６０秒（デフォルト値、設定画面で変更が可能）間隔でサーバーへセルフチェックを行って

います。サーバーはセルフチェックに応答し、クライアントではサーバーからのセルフチェックに対しての

応答が無いとサーバーとの接続を一旦解放し、再度接続を試みます。 
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３．３ 画面について 

３．３．１ 回線モニタ画面（メイン画面） 

回線モニタ画面は、サーバーソフトウェアのメイン画面であり、この画面から本ソフトウェアの機能を利用す

ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①タイトルバー 

Mi-airND [Light] ソフトウェア名を表示しています。 

“ＳｔａｎｄＡｌｏｎｅ” 

又は 

“Ｓｅｒｖｅｒ” 

本ソフトウェアの動作モードを表します。 

ＳｔａｎｄＡｌｏｎｅ ： ネットワーク接続を行わず単体で動作します。 

 

 

Ｓｅｒｖｅｒ ： クライアントからの接続を受け付けるモードで動作します。 

 

 

ポート種別とポート番号、接続クライアント数を表示します。 

“［ＲＳ：？？]“ サーバーＰＣと本装置がシリアルケーブルで正常に接続されているかを表示し

ています。 

“ＯＫ”の場合は、本装置との接続が正しく行われています。 

“ＮＧ“の場合は、本装置との接続に異常があります。 

“ＮＧ”の場合、通信ポート、シリアルケーブルとの接続、本装置の電源が入っ

ているかなどを確認してください。 

 

① 

② 

③ 

④ 
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②メニュー項目 

 

項目 サブ項目 内容 

インポート 得意先情報のインポートを行います。 

設定 本ソフトウェアの設定を行います。 

ファイル 

終了 本ソフトウェアを終了します。 

得意先情報 得意先情報の入力、修正などを行います。 

データ修復 データベースファイルの修復を行います。 

データ 

ＤＢチェック データベースファイルの整合性のチェックを行います。 

回線モニタ 回線モニタの表示方法を変更します。 

[大きいアイコン／小さいアイコン]では、表示モニタのアイコンの大

きさを変更できます。 

得意先一覧 データベースに登録されている得意先を一覧表示します。 

着信履歴 着信の履歴を日付別で一覧表示します。 

無応答履歴 無応答（着信はあったものの応答がなかったもの

など）の履歴を日付別で一覧表示します。 

履歴 

発信履歴 発信の履歴を日付別で一覧表示します。 

LOG 表示 ＣＳＶ形式で保存されたログファイルを参照します。 

表示 

通信ログ 通信に関するログを表示します。 

ログイン・ 

ログアウト 

操作することはできません。 ネットワーク 

クライアント クライアントのログイン状況を参照することができます。 

動作モードがサーバーの時のみ有効です。 

ヘルプ バージョン 

情報 

本ソフトウェアのバージョン情報を表示します。 

弊社のホームページやサポートメールアドレスも表示されます。 
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③回線モニタ 

項目 内容 

回線番号が表示されます。 

状態により、アイコンが変化します。 

 

 

 

電話がかかっていて、番号通知があることを表します。 

通話は始まっていません。 

情報欄には、ネームディスプレイ（通知がある場合）等の情報が表示さ

れます。 

 

 

電話がかかっていて、番号が通知されていないことを表します。 

通話は始まっていません。 

 

 

着信で、通話が始まっていることを表します。 

その他欄には、通話時間が表示されます。 

回線 

 

 

発信で、通話が始まっていることを表します。 

その他欄には、通話時間が表示されます。 

電話番号 発着信などの電話番号が表示されます。 

番号非通知の場合は“×××××”と表示されます。 

得意先名 得意先名が表示されます。 

得意先名が、登録されていないときには電話番号が表示されます。 

回線がネームディスプレイ契約を行っている場合は、通知された「ネーム情報」が

表示されます。 

番号非通知の場合 

非通知理由が“Ｐ”の場合は「ユーザー拒否」と表示されます。 

非通知理由が“Ｏ”の場合は「サービス提供不可」と表示されます。 

非通知理由が“Ｃ”の場合は「公衆電話発信」と表示されます。 

非通知理由が“Ｓ”の場合は「サービス競合」と表示されます。 

非通知理由が“Ｐ”，“Ｏ”，“Ｃ”，“Ｓ”以外は「その他」と表示されます。 

情報 ネームディスプレイ情報など付加情報を表示します。 

その他 呼び出し回数や、通話時間などが表示されます。 

 

④最小化、×ボタン 

最小化ボタンをクリックすると、ウインドウを最小化します。 

×ボタンをクリックすると、ウインドウを非表示にします。 

ソフトウェアは終了しません。 
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３．３．２ 設定画面 

設定画面は、サーバーソフトウェア動作を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

接続機器 接続する装置の種別を「ＦＳＫ－ＭＩＣ」、「ＦＳＫ－ＤＳＴ［２］」、「ＦＳＫ

－ＤＳＴ［４］」の中から選択します。 

ポート（必須） 本装置が接続されているシリアルポートを選択します。 

選択できるポートは、ＣＯＭ１～ＣＯＭ２０までです。 

速度 ポートの通信速度を設定します。 

本装置の設定に合わせて、9600bps、19200bps、38400bps のいず

れかを選択します。 

通信設定 

 

詳細 本装置の台数及び監視回線の設定を行います。 

ログ取得 チェックを入れると回線ログを取得します。 

保存 取得したログの保存日数を５～９９日で設定します。 

ログ設定 

履歴消去 チェックを入れると保存日数を超過した履歴情報を消去します。 

ＴＥＬ自動登録 チェックを入れると新規の電話番号を自動的に登録します。 

手前表示 チェックを入れると常に手前表示になります。 

自局番号（必須） 運用する地域の市外局番を設定します。 

その他 

コマンド処理待機

時間 

変更しないで下さい。 

ネットワークを使用する クライアントとのネットワーク通信を行う場合にチェックします。 

チェックすると、ネットワークの通信ポートをオープンし、クライアント

から接続が可能になります。 

ユーザー名 ネットワークコンピュータ名が表示されます。 

半角２４字以内で変更することができます。 

サーバーアドレス ＰＣのＩＰアドレスが表示されます。※変更することはできません。 

アドレス 

設定 

ポート No クライアントがネットワーク経由で接続するポート番号を指定しま

す。 

クライアントでも同様のポート番号を指定します。 

通信ポート番号を１０２５～６５５３５で設定します。 

通信ポート番号は、他のソフトウェアと競合しない番号を設定してく

ださい。 

通信ポートが他と競合すると誤動作の原因となります。 
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詳細設定画面は、詳細ボタンの押下時に表示されます。 

ＮＤアダプタの接続台数及び、監視回線を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

ＮＤＡ接続数 本装置の接続台数を指定します。 

接続する装置によって最大接続台数が異なります。 

ＦＳＫ－ＭＩＣ×４は、最大７台（２８チャネル）まで接続することができます。 

ＦＳＫ－ＤＳＴ ２ｃｈ及びＦＳＫ－ＤＳＴ ４ｃｈは、最大１０台（２ｃｈ：２０ｃｈ、４ｃｈ４０ｃ

ｈ）まで接続することができます。 

接続台数を増やすと監視回線項目も増えていきます。 

接続台数が１台の時は、「０１～０４」の項目が表示されます。 

接続台数が２台の時は、「０１～０４」と「０５～０８」の項目が表示されます。 

通信間隔 使用しません。 

モニタ回線 監視する回線番号にチェックをつけます。 

チェックを外すと対象回線は監視されません。 

メンバーズ 対象回線がメンバーズ回線の場合にチェックをつけます。 

メンバーズ貝瀬の場合は、外線発信時（メンバー回線以外への発信時）先頭に

‘０’が付加されるので、先頭の‘０’を取り除いて表示を行うようにします。 

 

ＯＫボタンを押下すると設定を保存して終了します。 

キャンセルボタンを押下すると設定を保存せずに終了します。 
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３．３．３ インポート 

３．３．３．１ インポート設定 

インポート画面では、テキストベースのファイルから顧客情報のインポートを行うことができます。 

閉じるボタン又は×ボタンを押下するとインポート画面を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インポートファイルについて 

インポートファイルは、他のソフトウェアなどで作成されるエクスポートファイルを利用するのができま

す。 

本ソフトウェアでのインポートは、ＣＳＶファイル（カンマ区切りテキストファイル）又は、ＴＸＴファイル（テ

キストファイル）に対応しています。 

他のソフトウェアから情報をエクスポートする場合は、対象のソフトウェアマニュアルを参照してくださ

い。 

※エクスポートファイルの作成された状況によっては、本ソフトウェアのインポート処理が対応できてな

い場合もあります。このような場合は、弊社までご連絡ください。 

※インポートファイルの作成方法によって１行目のプレビューに表示される内容は異なります。 

※インポートファイルのプレビュー内容を確認して作業を行うようにしてください。 

※マイクロソフトＥＸＣＥＬにてＣＳＶファイルを作成した場合に、電話番号情報の先頭の“0”が付与され

ない場合があります。このような場合には、マイクロソフトＥＸＣＥＬの該当フィールドの設定を文字列

に変更後ＣＳＶファイルの作成を行うようにしてください。 

① ② 

③ 

④ ⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑦ 

リストＡ リストＢ 
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インポート可能なファイルの条件 

・テキストで作成されている。 

・各情報（フィールド）が、「カンマ」又は「タブ」で区切られている。 

・各行（レコード）が、改行されている。 

・全ての行（レコード）で情報数（フィールド）が同じになっている。 

・ファイルの拡張子が、「ＣＳＶ」、「ＴＸＴ」になっている。 

上記条件を満たしていない場合は、インポート中にエラーが発生し正しくインポートすることができない

場合があります。 

 

インポートで利用するファイルの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキストファイルを「メモ帳」で開いている状態です。 
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画面内容の説明 

項目 内容 

① インポートするファイルを選択します。 

② インポートするファイルを編集のためテキストエディタで開きます。 

③ インポートするファイルの１行目のプレビューが表示されます。 

ここを見て、インポート項目の設定を行います。 

インポート時の動作を設定します。 

既にデータが存在す

る場合 

既に同じデータが存在した場合の動作を選択します。 

データは、電話番号を基準としています。電話番号が同じ場合は、

同じデータとして認識されます。 

確認：確認ウインドウを表示します。 

確認ウインドウで上書きか未処理を選択します。 

上書き：無条件に上書きを行います。 

未処理：対象データのインポートを行いません。 

データがオーバーフロ

ーした場合 

インポートするデータ長が、対象のデータ長をオーバーした場合の

動作を選択します。 

確認：確認ウインドウを表示します。 

確認ウインドウでカットか処理中止を選択します。 

カット：格納できるサイズに切り詰めて登録します。 

処理中止：インポートを中止します。 

データエラーが発生し

た場合 

データエラー（数字領域に文字など）が発生した場合の処理を選択

します。 

確認：確認ウインドウを表示します。 

確認ウインドウで続行か処理中止を選択します。 

続行：対象箇所をスキップして続行します。 

処理中止：インポートを中止します。 

１行目を無視する チェックをつけると、インポートファイルの１行目のデータを読み込み

ません。 

１行目がプレビュー行として設定されている場合に、チェックします。

④ 

データの区切り文字 各情報の区切り文字を“カンマ”又は“タブ”から選択します。 

インポートデータするデータを本ソフトウェアが管理する場所へ格納するための関連づけを

行います。 

１行目のプレビューで表示されている項目の順番通りにリストＡからリストＢに項目を移動し

ます。 

インポート可能項目 データ長（バイト） 備考 

登録番号 
２０ 

インポート項目に存在しない場合、内部的に自

動追加されます。 

ふりがな １００  

得意先名 １００ 必須項目 

担当者 ５０  

部署 １００  

電話番号 

電話番号２ 

電話番号３ 

電話番号４ 

電話番号５ 

ＦＡＸ番号 

２０ 

電話番号のみ必須項目 

電話番号２～５、ＦＡＸ番号は必須ではありませ

ん 

全角文字の場合半角に変換します。 

ハイフンやカッコ、スペースは省かれます。 

⑤ 

国／地域 ４０  
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郵便番号 
９ 

全角文字の場合半角に変換します 

ハイフンは含まれます 

都道府県 ４０  

住所１ １００  

住所２ １００  

ホームページ １００  

Ｅメール １００  

除外 インポートファイルにある項目を読み込まない場合に選択します。 

除外を選択したフィールドはインポートしません。 

⑥ インポートを開始する場合に押下します。 

⑦ インポートを中止する場合に押下します。 

⑧ インポートの状況を表示します。 

 

※「電話番号」と「得意先名」は、必須項目となるため、省略することはできません。 

「電話番号」と「得意先名」を選択せずにインポートを行うと以下のエラーメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

３．３．３．２ インポート手順 

①            ボタンをクリックします。 

②ファイルを選択する画面が表示されます。 

インポートファイルが保存されている場所を選択します。 

デフォルトでは、ＣＳＶファイルが選択されています。テキストファイルを選択する場合は、ファイルの種

類を変更します。 
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③ファイルを選択して[開く]ボタンをクリックします。 

④ファイルを開くとファイル名と１行目のプレビューが表示されます。 

 

 

 

 

⑤インポートの詳細を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各項目を読み込む内容に合わせて設定します。 

⑥インポートの項目を設定します。 

インポート項目を選択するときは、１行目のプレビューを参照しながら選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リストＢにインポート項目を選択した例 

※インポートを行う場合、電話番号と得意先名は、必須項目です。 

 

⑥－１ 読み込んだ電話番号（短縮）情報（ＣＳＶファイル）のプレビューで１つ目の項目を確認します。 

 

 

① ② ③ ④

リストＢ 
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⑥－２ １つ目の項目は電話番号に該当するので、リストＡ内の「電話番号」を選択し、 

                ボタンをクリックします。 

⑥－３ リストＡからリストＢに「電話番号」が移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

同じ手順で他の項目も選択し、リストＡからリストＢへ追加していきます。 

⑥－４ １行目のプレビューにある項目を全てリストＡからリストＢへ移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦インポートの項目の設定が完了したら、           ボタンをクリックします。 

⑧インポートが開始されます。 

⑨インポートが終了すると、結果が表示されます。 

 

 

 

 

上図では、３件を処理し、３件の登録が完了したことを表します。 

「１行目は、無視する」にチェックを入れていたため処理がスキップされています。 

⑩終了するときは、           ボタンをクリックします。 
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⑪インポートされた情報は、得意先情報や得意先一覧ウインドウで確認することができます。 

得意先情報ウインドウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

得意先一覧ウインドウ 
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３．３．４ 得意先情報画面 

得意先情報画面では、登録されている得意先情報を表示します。 

また、得意先毎の通話履歴を表示することもできます。 

 

３．３．４．１ 得意先情報 

得意先情報では、登録されている得意先情報の詳細を表示します。 

新規の追加や、登録情報の編集、削除を行うことができます。 

得意先情報１件に対し、電話番号情報（担当者名、部署、役職メールアドレス、ＦＡＸ番号）を５つまで保

持することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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画面内容の説明 

項目 内容 

メニュー 

  新規に得意先情報を追加します。 

  登録されている得意先情報を編集します。 

  登録されている得意先情報を削除します。 

  新規又は編集した得意先情報を登録（保存）します。 

  新規登録及び編集モードの際には、アイコンの表示が変わります。 

  得意先情報をキーワードから検索します。 

  表示されている得意先情報を印刷します。 

  得意先情報をマージします。 

  最後に登録された得意先情報へ移動します。 

  一つ前に登録されている得意先情報へ移動します。 

  次に登録されている得意先情報へ移動します。 

  始めに登録された得意先情報へ移動します。 

① 

  通話履歴を表示します。 

シリアルナンバー シリアルナンバーを半角２０文字までで入力します。 

未入力の場合は、システムが任意の数字を設定します。 

更新日 情報が最後に更新された日付を表示します。 

② 

登録日 情報が登録された日付を表示します。 

ふりがな 得意先のふりがなを全角２５文字までで入力します。 

設立 得意先会社が設立した日付をＹＹＹＹ／ＭＭ／ＤＤの形式で入力します。

未入力の場合は、1790/01/01 と表示されます。 

ランク Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｚの任意の値を選択します。 

得意先 得意先名を全角２５文字までで入力します。 

名前 得意先の代表者名を全角１０文字までで入力します。 

性別 代表者の性別を男性又は女性から選択します。 

肩書 代表者の肩書きを全角１０文字までで入力します。 

ＴＥＬ，名前，部署，役職，Ｅメール，ＦＡＸは、最大５個まで登録することができます。 

ＴＥＬ 電話番号を半角数字３０字までで入力します。 

名前 名前を全角２５文字までで入力します。 

部署 部署を全角５０文字までで入力します。 

役職 役職を全角１０文字までで入力します。 

Ｅメール Ｅメールアドレスを半角５０字までで入力します。 

③ 

 

ＦＡＸ 電話番号を半角数字３０字までで入力します。 

国／地域 国または地域を全角２５文字までで入力します。 

郵便番号 郵便番号を半角１０文字以内で入力します。 

都道府県 都道府県を全角２５文字以内で入力します。 

住所１ 住所１を全角５０文字以内で入力します。 

④ 

住所２ 住所２を全角５０文字以内で入力します。 

⑤ ＨＰ ホームページアドレスを半角１０文字以内で入力します。 
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３．３．４．１．１ 得意先情報を新たに追加するには 

得意先情報を追加する場合は、    をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規入力モードに切り替わります。 

シリアルＮｏには、任意の数字が移動的に割り当てられます。 

入力に必要な項目は、得意先名と電話番号です。 

情報を登録するには、     をクリックします。 

    をクリックしないと情報が保存されませんので、注意して下さい。 

 

電話番号等を追加するには 

①電話番号リスト内でマウスのダブルクリックを行います。 

②電話番号入力画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

③必要項目を入力します。（電話番号は、入力必須項目です。） 

④ＯＫボタンを押下します。 

 

モードが切り

替わります。 

自動的に任意の番号が割りあ

てられます。 

電話番号リスト
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３．３．４．１．２ すでに登録されている得意先情報を編集するには 

得意先情報を編集する場合は、編集したい情報を表示し、    をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集モードに切り替わります。 

電話番号の１件目は変更することができません。 

情報を登録するには、     をクリックします。 

    をクリックしないと情報が保存されませんので、注意して下さい。 

 

電話番号等を編集するには 

①電話番号リスト内で編集したい項目を選択しマウスのダブルクリックを行います。 

②電話番号編集画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

③必要項目を入力します。（電話番号は、入力必須項目です。） 

④ＯＫボタンを押下します。 

１件目の電話番号は変更できないように

表示が変わります。 

２件目以降の電話番号は変更することが

できます。 
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３．３．４．１．３ 得意先情報を削除するには 

得意先情報を削除する場合は、削除したい情報を表示し、    をクリックします。 

 

 

 

 

 

削除確認メッセージが表示されます。 

ＯＫボタンを押下すると得意先情報が削除されます。 

 

３．３．４．１．４ 得意先情報を検索するには 

得意先情報を検索するには、    をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索ウインドウが表示されます。 

検索語句を入力し、検索項目を選択します。 

検索ボタンを押下すると、検索を行います。 
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検索項目は、リストの中から選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索語句を入力し、検索ボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

検索結果が表示されます。 

項目をダブルクリックすると得意先情報画面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索はあいまい検索で行われますので、

一部の語句でも検索が可能です。 
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３．３．４．１．５ 得意先情報の結合（マージ） 

得意先情報を他の情報と結合する場合は、結合元情報を表示し、    をクリックします。 

結合では、結合元の電話番号、担当者、部署、役職、Ｅメール、ＦＡＸ番号のみを結合先の情報へ追加

します。 

その他の情報は、結合されません。 

また、結合処理を行うと結合元の情報は削除されます。 

 

結合手順 

①確認メッセージが表示されます。 

ＯＫボタンを押下すると処理が継続されます。 

 

 

 

 

 

 

②結合先の情報を検索します。 

結合先の検索用に検索ウインドウが表示されるので、検索項目を入力して検索を行います。 

検索は、検索項目を選択し、検査語句を入力し、検索ボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索項目は用意されたリスト項目か

ら選択します。 
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③結合先の検索結果が表示されるので、結合先の項目をマウスでダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④結合処理の確認が表示されます。 

結合処理を行うと結合元情報が削除されるので、注意して下さい。 

ＯＫボタンを押下すると結合処理が行われます。 

 

 

 

 

 

 

結合先が見つかればその項目をダブルク

リックします。 
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⑤情報が結合されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報が結合され表示されます。 
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３．３．４．２  

履歴一覧では、得意先の通話履歴の一覧を表示します。 

履歴の修正や追加、削除などを行うことができます。 

履歴情報は、最大１，０００件までしか表示することができません。 

情報は、最新のものから表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作メニュー 

  新たに履歴情報を追加します。 

  登録されている履歴情報を編集します。 

  登録されている履歴情報を削除します。 

  履歴情報の一覧を印刷します。 
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３．３．４．２．１ 履歴情報の追加 

履歴情報の追加を行うには、    ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

履歴情報画面が表示されます。 

タイトルが初期表示“No Title”または、空欄の場合は登録することができません。 

その他必須入力項目はありません。 

 

OK ボタンを押下すると、入力内容を保存して終了します。 

キャンセルを押下すると、入力内容は保存されません。 

このリスト部分には何も表示されません。 
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項目 内容 

タイトル 通話のタイトルを全角２５字までで入力します。 

履歴一覧画面で参照することができます。 

更新日 更新日が自動的に設定されます。 

内容 該当する項目を選択します。 

メモ 通話メモを全角５１２文字までで入力します。 

担当 担当者を全角１０字までで入力します。 

連絡 連絡番号を半角２０字までで入力します。 

重要度 重要度を選択します。 

受付者 受付者を全角１０文字までで入力します。 

デフォルトでは、設定画面のユーザー名が表示されます。 

受付 受付日付を入力します。現在日付が自動的にセットされます。 

回線 対象回線を入力します。 

区分 通話区分を選択します。 

着呼 着呼のあった時間を入力します。現在時刻が自動的にセットされます。 

開始 通話の開始時刻を入力します。現在時刻が自動的にセットされます。 

通話 通話時間を入力します。 

永久保存 チェックした場合、設定画面で履歴削除機能をＯＮで設定している場合でも、該当の

履歴情報を削除しません。 
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３．３．４．２．２ 履歴情報の編集 

履歴情報の修正を行うには、    ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

履歴情報画面が表示されます。 

タイトルが空欄の場合は登録することができません。 

その他必須入力項目はありません。 

 

OK ボタンを押下すると、入力内容を保存して終了します。 

キャンセルを押下すると、入力内容は保存されません。 

 

３．３．４．２．３ 履歴情報の削除 

履歴情報の削除を行うには、    ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

OK ボタンを押下すると、選択された履歴情報が削除されます。 

キャンセルを押下すると、削除を行いません。 
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３．３．５ 得意先一覧 

得意先一覧画面では、登録されている得意先情報の一覧を表示します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

① 得意先を表示する件数を指定します。 

② 表示する順番を、チェックを入れると降順にします。 

チェックを外すと昇順で表示します。 

③ リストを再表示します。 

得意先情報を表示します。 

得意先名 登録された得意先名を表示します。 

TEL 番号 登録された電話番号を表示します。 

登録番号 登録番号を表示します。 

登録日 得意先情報に登録された日時を表示します。 

更新日 得意先情報の変更があった日時を表示します。 

④ 

NO システムの管理番号を捧持します。 

⑤ 得意先一覧ウインドウを閉じます。 

 

① ② ③

④ 

⑤
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３．３．６ 着信履歴・無応答履歴・発信履歴画面 

着信・発信・無応答履歴を参照することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 内容 

履歴を表示する日付を選択します。 

数値で日付を入力するか、プルダウンボタン押下で表示されるカレンダーから該当の日付を

選択します。 

（取得されていない履歴情報、保存日数を超過した履歴情報は表示されません。） 

得意先 登録されている得意先名を表示します。 

ＴＥＬ番号 電話番号を表示します。 

受付日付 受付日付を表示します。 

時間 時刻を表示します。 

呼出数 着信時は、応答までの回数、発信時は相手応答までの回数を表示します。 

通話 通話時間を表示します。 

回線 回線番号を表示します。 

ＤＡＴＡ 内部のデータ番号を表示します。 

① 

Ｎｏ シーケンシャルな番号を表示します。 

② 表示する回線を絞り込む設定を行います。回線が指定されていない場合は、全回線の履歴

を表示します。 

③ リストを再表示します。 

④ 得意先一覧ウインドウを閉じます。 

 

① ② ③ 

④ 
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３．３．７ 通信ログ画面 

クライアントとの通信状況を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 

 
３．３．８ クライアント接続画面 

クライアントの接続状況を表示します。 

接続されているクライアントのＩＰアドレスとホスト名（コンピュータ名）が表示されます。 
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４．クライアントソフトウェアについて 

４．１ ソフトウェアの起動について 

①クライアントソフトウェアを起動するときは、プログラムメニューの「Let’s Corporation」→「Mi-airND」→

「Mi-airClient」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②クライアントソフトウェアが起動します。 
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４．２ ソフトウェアの機能について 

①主な機能 

クライアントソフトウェアは、サーバーソフトウェアと通信を行い、サーバーが取得した番号情報などのデ

ータを表示します。 

番号情報の表示、顧客データの登録・表示、着信・発信等の履歴の照会、クリップメールの送信、通話メ

モの記録などを行うことができます。 

 

②サーバーとクライアントの関係について 

データは、サーバーで管理されており。クライアントはサーバーが保持しているデータをサーバーソフトウ

ェア経由で参照します。 

サーバーソフトウェアとは、ネットワーク（ＵＤＰプロトコル）で接続されています。 
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４．３ 画面について 

４．３．１ クライアント画面 

クライアントソフトウェアのメイン画面です。 

 
 
 
 
 
 

①タイトルバー 

Mi-airND Client ソフトウェア名を表示しています。 

[サーバー名(IP アドレス)] サーバー名とサーバーの IP アドレスを表示します。 

 
②メニュー項目 

 

項目 サブ項目 内容 

設定 本ソフトウェアの設定を行います。 ファイル 

終了 本ソフトウェアを終了します。 

サーバー サーバーソフトウェアへの接続／切断を行います。 

履歴 着信・発信・未登録・無応答履歴を表示します。 

操作 

検索 得意先情報の検索を行います。 

ログ 通信ログ 通信に関するログ画面を表示します。 

ヘルプ バージョン 

情報 

本ソフトウェアのバージョン情報を表示します。 

弊社のホームページやサポートメールアドレスも表示されます。 

 

③表示項目 

 

項目 内容 

Server サーバーの IP アドレスを表示します。 

Port ポート番号を表示します。 

 

① 

② 

③ 

④ 
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④操作ボタン 

 

 

 

項目 内容 

ログオフ ボタンを押下することで、設定されているサーバーにログオン、または接続中のサー

バーからログオフを行います。 

LOG 通信に関するログ情報を表示します。 

終了 本ソフトウェアを終了します。 

 
４．３．２ 設定画面 

クライアントソフトウェアの設定画面です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 

③ 

④ 
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①サーバー設定 

項目 内容 

ログイン名 ログインする名前を表示します。クライアントＰＣのコンピュータ名が表示されます。 

利用者名 本ソフトウェアの利用者名を半角４０字以内で入力します。 

デフォルトはコンピュータ名が表示されます。 

サーバー名 

(or IP Addr) 

接続するサーバー名、もしくはサーバーの IP アドレスを入力します。 

サーバー名を指定する場合は、ネットワーク内でホスト名が正しく解決されている必

要があります。 

ポート種別 ＴＣＰ固定です。変更することはできません。 

通信ポート 通信に利用するポートを指定します。（1～65535） 

サーバーで設定されているポート番号と同じ値を設定します。 

②オプション 

項目 内容 

スタートアップ 

に登録 

ＰＣ起動時に本ソフトウェアも自動的に起動するかの設定を行います。 

チェックを入れるとスタートアップに登録します。 

起動時自動 

ログイン 

本ソフトウェアを起動時に、設定されたサーバーへログインを行います。 

チェックを入れると自動ログインします。 

自動 

アップデート 

サーバーに最新のソフトウェアがある場合、本ソフトウェア起動時に自動的にアッ

プデートを行います。チェックを入れると自動アップデート機能を有効にします。 

Ｗｅｂ検索機能 ポップアップ画面からのＷｅｂ検索機能を有効にするかの設定を行います。 

チェックを入れると機能を有効にします。 

ログ取得機能 本ソフトウェアの処理イベントをログファイルに書き込む機能を有効にするかの設

定を行います。 

ログファイルは、C:\Documents and Settings\ログインユーザー\Application 

Data\Mi-airND\Client\EVTLOG に保存されます。 

ポップアップ消

去 

着信に誰かが応答すると、応答者以外のポップアップが消去されます。 

チェックを入れると機能します。 

個別履歴表示 ポップアップ画面にて表示される個別履歴の表示日数を１～３０日で選択します。 

セルフチェック サーバーとの接続をチェックする時間間隔を５～９９９秒で設定します。 

表示継続時間 通話が終了した後ポップアップ表示を残しておく時間を０～１０秒で設定します。 

履歴自動更新 履歴画面の自動更新時間を１～３０分で設定します。 

③表示 

項目 内容 

ポップアップウインド

ウ設定 

ポップアップウインドウの表示方向設定する画面を表示します。 

ポップアイコン選択 ポップアップウインドウに表示されるアイコン機能を選択する画面を表示しま

す。 

未透過率 ウインドウの透明度（透過率）を１から１００までの間で設定します。 

数値が少ないほど透明度が増します。（１００％は透過無しとなります。） 

初期値 設定を初期値へ戻します。（８５％） 

④グループ設定 

グループ設定 ポップアイコンウインドウの色等を設定する画面を表示します。 

ＯＫボタンを押下すると設定を保存して終了します。 

このとき、表示されているポップアップウインドウはすべて強制的に閉じられます。 

キャンセルボタンを押下すると設定を保存せずに終了します。 
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４．３．２．１ ポップアップウインドウ設定画面 

ポップアップウインドウ（２つ目）以降のウインドウをどの方向に表示させるかを設定します。 

 
 
 
 
 
 

デフォルトは、上方向が選択されています。 

表示させる方向を選択して、ＯＫボタンを押下します。 

 
４．３．２．２ ポップアップアイコン選択画面 

ポップアップウインドウに表示されるアイコン機能を設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①表示順 

ポップアイコンに表示される機能のリストが表示されます。 

機能から選択された項目が表示順に移動してきます。 

一番上に表示されている機能がポップアップウインドウの左側に表示されます。 

②機能 

選択することのできる機能のリストが表示されます。 

機能を選択すると、項目は表示順ウインドウに移動します。 

③各ボタン 

追加  ・・・ 機能に表示されている機能項目を表示順に移動します。 

削除  ・・・ 表示順に表示されている機能項目を機能に戻します。移動します。 

全削除  ・・・ 表示順に選択されている機能を全て削除します。 

④上下ボタン 

表示順に表示されている機能の順番を入れ替えます。 

① ②

④ 

③ 
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標準機能は、７個用意されています。 

項番 機能 内容 

1 クリップメール クリップメール機能を利用します。 

2 個別履歴 ポップアップウインドウに表示されている宛先の過去の着信履歴を

設定日数分表示する機能を利用します。 

3 プロパティー ポップアップウインドウに表示されている宛先の詳細情報を表示す

る機能を利用します。 

4 ウインドウを隠す ポップアップウインドウを画面外に移動する機能を利用します。 

5 通話メモ入力 通話メモを入力する機能を利用します。 

6 通話内容入力 通話内容を入力する機能を利用します。 

7 電話応答 電話応答アイコンをクリックすることで履歴に応答者名を残す機能

を利用します。 

8 クリップボード クリックすることで、表示されている電話番号をクリップボードにセッ

トします。 

 
ポップアップウインドウに表示する機能を「機能」から選択し、「追加」ボタンを押下すると、機能が「表示

順」に移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択された機能がポップアップウインドウに表示されたイメージ 

 

 

 

機能は、最大５個まで選択することができます。 

保存する場合は、ＯＫボタンを押下します。 

キャンセルボタンを押下すると、設定内容は保存されません。 
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４．３．２．３ グループ設定画面 

ポップアップウインドウの表示色や回線毎のグループ設定を行います 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①グループ設定 

グループ名、ポップアップウインドウの色、警告色、警告までの時間を設定します。 

項番 項目 機能 

1 グループ名 全角３０文字までのグループ名を設定します。 

2 着信、発信表示 着信又は発信時にポップアップウインドウを表示するかの設定で

す。 

チェックを外すとポップアップウインドウが表示されなくなります。 

3 着信、発信ボタン ポップアップウインドウのイメージを表示します。 

4 背景色 ポップアップウインドウのウインドウ色を設定します。 

5 文字色 ポップアップウインドウの文字色を設定します。 

6 文字背景色 ポップアップウインドウの文字背景色を設定します。 

7 警告色 入電から警告色切替時間を経過しても電話に応答しない場合

に、ポップアップウインドウの回線ステータス部分の色を設定しま

す。 

 

① 
②

③ 
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8 警告色切替時間 入電からの監視時間を設定します。 

超過すると、ポップアップウインドウの回線ステータス部分の色が

警告色に変わります。 

 

イメージ 

 着呼中 

 

 

 

 切替時間超過後 

 

 

 

 

 

    １秒間隔でフラッシュします。 

 

②グループ 

画面右側に表示されているグループ名が表示されます。 

回線毎に割り当てるグループリストです。 

「０：未登録」を選択すると、該当回線の情報がポップアップ表示されなくなります。 

グループリストのイメージ 

 

 

 

 

③回線リスト 

回線毎に割り当てられているグループの設定状況を表示します。 

デフォルトでは、全回線にグループ１が割り当てられています。 
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□色変更方法 

色を変更する場合は、色をマウスの左ボタンでクリックします。 

色をクリックすると、色の設定ウインドウが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本色の中で色を選択する場合は、変更したい色を選択し、ＯＫボタンを押下します。 

 
色を作成する場合は、「色の作成」ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

色を作成し、色の追加をクリックし、ＯＫボタンを押下します。 
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４．３．３ 履画面 

発着信などの履歴を表示する画面です。 

リストに表示された得意先情報を編集したり、通話履歴の内容を編集したりすることができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①履歴選択リスト 

項目 内容 

着信履歴 

発信履歴 

未登録 

無応答履歴 

履歴を表示したい項目を選択します。 

着信履歴は、着信履歴のみを表示します。 

発信履歴は、発信履歴のみを表示します。 

未登録は、登録名が電話番号のまま登録されていない履歴のみを表示します。 

無応答履歴は、電話に応答しなかった履歴のみを表示します。 

日付 履歴を表示したい日付を選択します。 

リストボックスのドロップダウンボタンを押下することで、カレンダーから日付を選択

できます。 

更新 現在の設定値で更新を行います。 

更新された結果は②のリストに表示されます。 

閉じる この画面を閉じます。 

 

① 

② 

③ ④
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②履歴リスト 

項目 内容 

Ｎｏ． 項番を表示します。 

得意先 登録された得意先名を表示します。 

得意先名がデータベースに登録されていない場合、電話番号を表示します。 

公衆電話や番号非通知の場合は、その旨が表示されます。 

ＴＥＬ番号 電話番号を表示します。 

通知できない場合（非通知など）は「×××××」と表示されます。 

日付 発着信があった日付を表示します。 

時刻 発着信があった時刻を表示します。 

呼数 コール数（呼びだし回数）を表示します。 

通話 通話時間を表示します。 

受付 メモ情報を登録したクライアント名を表示します。 

クライアント名は、設定画面で登録された利用者名が登録されます。 

通話内容 通話内容ウインドウで登録された内容を確認することができます。 

通話メモ 通話メモウインドウで登録された内容を確認することができます。 

回線 発着信のあった回線番号を表示します。 

 
履歴リスト内で、マウスの右クリックを行うとメニューが表示されます。 

 

 
履歴編集を選択すると履歴編集画面が表示されます。 

顧客編集を選択すると顧客編集画面が表示されます。 

 
③ステータスバー 

項目 内容 

ステータスバー 各種処理の結果、総件数などを表示します。 

 
④プログレスバー・中止ボタン 

項目 内容 

プログレスバー サーバーからのデータ受信状況をバーにより伝えます。 

中止 サーバーからのデータ受信処理を中止します。 
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４．３．３．１ 履歴編集画面 

履歴編集画面では、過去の通話履歴内容を編集することができます。 

履歴編集画面は、履歴リスト内で編集したい項目を選択し、マウスの右クリックを行い表示されるメニュ

ーから履歴編集を選択します。 

編集できる項目は、受付者、通話内容、通話メモのみとなります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①タイトルバー 

タイトルバーには、履歴画面で選択した履歴情報（回線番号：得意先名：電話番号）が表示されます。 

②受付者 

空欄の場合は、ソフトウェア利用者情報、受付者情報（利用社名［ＰＣ名］）が表示されます。 

すでに情報が登録されている場合は、登録情報が表示されます。 

① 

③ ② 

④ 

⑤ 
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③通話内容 

通話内容ボタン 

通話内容ボタンを押下すると、通話内容ウインドウが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通話内容 

通話中に選択した通話内容が表示されます。 

④通話メモ 

通話中に入力した通話内容が表示されます。 

通話メモが入力されていない場合は、何も表示されません。 

⑤閉じる 

編集された内容を保存して終了します。 

画面右上の×ボタンを押下した際も同様の動きとなります。 

 
４．３．３．２ 顧客編集画面 

「４．３．４．３ プロパティーについて」を参照してください。 
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４．３．４ ポップアップウインドウ 

発着信の際に表示されるポップアップウインドウです。 

ポップアップウインドウは、設定画面のポップアップアイコン選択画面で選択された機能がアイコンとなっ

て表示されます。 

アイコン毎に機能が異なります。アイコンは最大で５個まで表示することができます。 

 
 
 

アイコン機能を変更したイメージ 

 
 
 

①機能アイコン 

アイコン 名称 内容 

 クリップメール 発着信時の顧客情報を元に、メールを送付する準備をします。

押下することで、通常お使いのメーラーが起動します。 

本文に、得意先名、得意先の電話番号、応対処理（かけ直しな

ど）があらかじめ入力されていますので、後は本文（詳細情報）

の入力と宛先を指定するだけで送信できます。 

 個別履歴ボタン 表示されている得意先からの過去７日間（設定画面で変更可

能）の着信履歴ウインドウを表示します。 

 プロパティーボタン 得意先の詳細情報を入力するウインドウを表示します。 

 
ハイドボタン ポップアップウインドウを画面右端に移動させます。 

画面右端に移動した状態で押下することで、通常の表示に戻

ります。 

 通話メモ 通話に対してのメモを入力するウインドウを表示します。 

 
通話内容 通話の内容を簡単に分類できるウインドウを表示します。 

 
電話応答 電話に応答した時にクリックすると、通話履歴に応対者情報を

記録します。 

一回クリックすると電話機のアイコンが受話器のアイコンに変

わります。 

別のクライアントがクリックしても応対者として記録されます。

情報は上書きされます。 

 
クリップボード 着信または発信で表示されるポップアップから電話番号情報を

コピーしてクリップボードに貼り付けます。 

コピーされる電話番号は数字のみでハイフンやスペースは含

まれません。 

 

① ②

③
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②回線ステータス 

項目 内容 

発着信区分 着信や発信などを識別するための情報を表示します。 

通話中には、[回線番号：発着信通話区分[当日入電回数]]のように表示さ

れます。 

例えば、３番回線に得意先 A 社より本日２回目の電話で現在呼びだし中の

場合は、[３：着呼中[２]] のようになります。 

回線が通話中になると、[３：着通中[２]] に変わります。 

回線が切断されると、［３：終話[0:30]］と、通話時間を“分：秒“の形式で表示

します。 

マウス左ボタン マウスの左ボタンでドラッグすることでポップアップウインドウを移動させるこ

とができます。 

 
③得意先名欄 

項目 内容 

発着信時 得意先名が表示されます。 

または、ネームディスプレイに登録されている場合は登録されている名称が表

示されます。 

登録されていない場合は、電話番号が表示されます。 

相手が番号非通知でかけてきた場合は、「ユーザー拒否」 

相手が公衆電話の場合には、「公衆電話発信」 

その他番号が表示できないときは、「サービス提供不可」、「サービス競合」等

が表示されます。 

マウス左ボタン マウスの左ボタンでクリックする得意先名編集ウインドウを表示します。 

得意先名のみを登録するウインドウです。 

マウス右ボタン 右ボタンをクリックすると相手の電話番号をインターネット上で検索します。 

検索には、Ｙａｈｏｏ電話帳を利用します。 

（Ｗｅｂ検索機能がＯＮの場合のみ） 
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４．３．４．１ クリップメールについて 

クリップメールボタンをクリックすることで表示されます。 

クリップメールとは、外出先の営業マンの携帯電話へ電話番号などの情報をメールで伝達する事ができ

る機能です。 

外出先の営業マンは、そのメールで得意先からの着信があったことを知ることができ、また、記載された

電話番号から簡単に電話を折り返すことができます。 

 

クリップメールのアイコンをクリックすると、「定型文選択」ウインドウが表示され、あらかじめ決められた

定型文を選択することができます。 

通話の内容に沿った定型文を選ぶことにより、外出先の営業マンに的確に情報を伝えることができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メーラーが起動したら、送り先のメールアドレスを入力し、伝えたいこと（内容）を記載して送信するだけで

す。 

メーラーには、得意先名、日時、電話番号があらかじめ記載されています。 

顧客名は、得意先情報に登録されている名前、もしくはネームディスプレイ上の名前が表示され、登録さ

れていない場合は電話番号が表示されます。 

 

クリック 適切な項目を選択する。

デフォルトで使用しているメーラーが、必

要な情報を記載した状態で起動する。 
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４．３．４．２ 個別履歴について 

個別履歴ボタンをクリックすることで表示されます。 

発着信中の得意先からの過去７日間の発着信情報を表示します。 

履歴を表示する日数は、設定画面にて設定します。（個別履歴表示日数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

№ シーケンス番号です。 

通常は、数字が小さいほど新しい履歴となります。 

得意先 登録された得意先名を表示します。 

得意先名がデータベースに登録されていない場合、電話番号を表示します。 

公衆電話や番号非通知の場合は、その旨が表示されます。 

TEL 番号 電話番号を表示します。 

通知できない場合（非通知など）は「×××××」と表示されます。 

区分 発着信の区分を表示します。「発信」ｏｒ「着信」と表示されます。 

日付 発着信があった日付を表示します。 

時刻 発着信があった時刻を表示します。 

呼数 コール数（呼びだし回数）を表示します。 

通話 通話時間を表示します。 

受付 メモ情報を登録したクライアント名を表示します。 

クライアント名は、設定画面で登録された利用者名が登録されます。 

通話メモ 通話メモウインドウや通話内容ウインドウで登録された内容を確認することができま

す。 

回線 発着信のあった回線番号を表示します。 
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４．３．４．３ プロパティーについて 

プロパティーボタンをクリックすることで得意先情報編集ウインドウが表示されます。 

得意先情報編集では、得意先の詳細情報の編集を行うことができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
項目 内容 

得意先名 登録されている得意先名が表示されます。（全角５０字） 

登録されていない場合は電話番号が表示されます。 

担当者 得意先の担当者名を入力することができます。（全角２５字） 

電話番号 得意先の電話番号です。この項目は編集できません。 

電話番号の部分をクリックすると、インターネットの Yahoo!電話帳を利用して

電話番号を検索することができます。 

（インターネットに接続している必要があります） 

電話番号２ 得意先の電話番号です。（半角数字３０字） 

登録されている電話番号の他に電話番号がある場合に入力します。 

電話番号２の部分をクリックすると、インターネットの Yahoo!電話帳を利用し

て電話番号を検索することができます。 

（インターネットに接続している必要があります） 

ＦＡＸ番号 ＦＡＸ番号が入力します。（半角数字３０字） 

郵便番号 郵便番号を入力します。（半角１０字） 

住所１ 住所を入力することができます。（全角５０字） 

住所２ 住所１の補足（マンション名など）を入力することができます。（全角５０字） 

E メール 得意先のメールアドレスを入力します。（半角５０字） 

E メールの部分をクリックすると、通常お使いのメーラーが起動し、簡単にメー

ルを送ることができます。 

Web インターネットホームページの URL を入力します。（半角５０字） 

Web の部分をクリックすると、入力された URL の Web ページを開きます。 
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４．３．４．４ 通話メモについて 

通話メモは、必要に応じてメモを取りたいときなどに利用します。 

入力されたメモは、履歴ウインドウで参照することができます。 

ここで入力されたメモは、通話履歴情報としてサーバーに登録され、各クライアントから参照することがで

きます。 

全角５１２文字（半角１０２４字）以内で入力することができます。改行を入れることも可能です。 

 
 

 
 
 
 
 
 
４．３．４．５ 通話内容について 

通話内容は、表示されているチェック項目にチェックを行い、通話の内容を簡易的に分類することができ

ます。 

チェックされた項目は、履歴ウインドウで参照することができます。 

ここでチェックされた項目は、通話履歴情報としてサーバーに登録され、各クライアントから参照すること

ができます。 

項目は、複数選択することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉じるときは、画面右上の×ボタンをクリックします。 
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DETAILS.ini の編集について 

DETAILS.ini を編集する場合は、テキストエディタ（ノートパッド）などを利用します。 

ファイルを編集後は、DETAILS.ini に上書き保存を行います。 

編集するファイルは、 

C:\Documents and Settings\ログインユーザー名\Application Data\Mi-airND\Client\DETAILS.ini 

に格納されています。（Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００，ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[DETAILS] 
COUNT=4 
[GROUP1] 
COUNT=3 
NAME=営業 
ITEM1=商品問い合せ 
ITEM2=クレーム 
ITEM3=システム案件 
[GROUP2] 
COUNT=2 
NAME=業務 
ITEM1=請求 
ITEM2=支払い 
[GROUP3] 
COUNT=2 
NAME=サポート 
ITEM1=設置 
ITEM2=故障 
[GROUP4] 
COUNT=2 
NAME=その他 
ITEM1=ＯＥＭ 
ITEM2=その他 

グループ数を指定します。 

グループ１の内容を示します。 

項目（ＩＴＥＭ）が３つあることを表します。 

グループ名を指定します。 

項目１の表示名を指定します。 

項目２の表示名を指定します。 

項目３の表示名を指定します。 

内容を変更する場合は 

・グループ数を増やす又は減らすときは 

 → ２行目のＣＯＵＮＴの値を操作します。グ

ループ数を増やした場合は、[ＧＲＯＵＰ？]の

文字列を追加します。 

ＮＡＭＥを追加し、グループ名を設定します。 

グループ名は空欄でもかまいません。 

・項目を増やす又は減らすときは 

 → ［ＧＲＯＵＰ？］次の行のＣＯＵＮＴの値を

操作します。 

ＩＴＥＭ？を追加し、項目名を追加します。 

項目名が空欄の場合は、チェック項目のみが

表示されます。 

 

※グループ数や項目数とズレがないように編

集して下さい。 

ズレがあるとアプリケーションに異常が発生

します。 

※同一の表示名は使用しないでください。 

同一の表示名の場合、グループの若番が

優先になります。 
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４．３．５ 登録先情報検索画面 

登録先の得意先情報を検索する画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

得意先情報検索画面では、登録されている得意先情報の登録名、電話番号、郵便番号からキーワードに

合致する情報を検索し表示します。 

 

①検索項目 

検索項目をしていします。 

検索項目は、得意先名、電話番号、郵便番号があります。 

 

 

 

②キーワード 

キーワードでは、検索する文字、数字を入力します。 

③あいまい検索 

チェックをつけるとあいまい検索を行います。 

あいまい検索では、入力した情報と検索対象が一部でも合致した情報を抽出します。 

チェックを外すとキーワードと検索対象が一致した情報のみを抽出します。 

④検索ボタン 

ボタンを押下すると検索を開始します。 

⑤リスト 

検索で抽出された情報を表示します。 

表示された項目をダブルクリックすると得意先のプロパティー画面が表示されます。 

 

① 

② 

③ 

⑤ 

④ 



 

64 

 

５．動作環境 

５．１ サーバーソフトウェアの動作環境 

CPU PentiumIII 500MHz 以上 

OS Windows 2000 / XP / VISTA  

メモリ 128MB 以上 （推奨 256MB 以上） 

画面解像度 1024×768 以上推奨 

ハードディスク 10MB 以上 （データは除く） 

LAN スタンドアローン（商売繁盛と PC１台のみ接続）で使用する場合は必要ありません 

シリアルポート D-sub 9 ピン オス 

データベース Access2000 形式 

（Micorosoft Access2000 がインストールされている必要はありません） 

 
５．２ クライアントソフトウェアの動作環境 

CPU PentiumIII 500MHz 以上 

OS Windows 2000 / XP / VISTA  

メモリ 128MB 以上 （推奨 256MB 以上） 

画面解像度 1024×768 以上推奨 

ハードディスク 5MB 以上 

LAN スタンドアローン（商売繁盛と PC１台のみ接続）で使用する場合は必要ありません 

 
 


